
第 61 回ＯＮＳＡ先端科学研究会 
 

第 52 回 放射線科学研究会 

 

プ ロ グ ラ ム  
第一部 講演会 （１３：３０－１７：３０） 

１．エネルギー粒子による金属の照射損傷メカニズムを探る(50 分) 

京都大学原子炉実験所 研究員（京都大学名誉教授） 義家 敏正 

原子力材料の多くは中性子等の高エネルギー粒子の照射下で用いられる。高エネルギー粒子は材料に損傷を与

え材料特性に影響を与える。国内で初期に建設された原子炉圧力容器鋼の経年変化が最近問題になっているように、

解明されていない現象がまだ残されている。中性子を中心に、イオン、電子照射による金属材料の照射損傷形成メカ

ニズムについて透過電子顕微鏡観察結果を中心に紹介する。 

2．地層処分環境での炭素鋼オーバーパックの耐食性(50 分) 
大阪府立大学大学院工学研究科 講師 井上 博之 

 高レベル放射性廃棄物のガラス固化体を収容する金属製の耐圧容器（オーバーパック）は、定置される地層

処分環境において、1000 年以上の耐食寿命を有することが要求される。本講演では、処分環境での炭素鋼オ

ーバーパックの耐食性や寿命評価の考え方について述べる。また、筆者らの取り組みを中心に、炭素鋼オーバ

ーパックの信頼性向上を目的とした最近の研究成果を紹介する。 

3．放射線と甲状腺 (50 分)        福島県立医科大学・医学部放射線健康管理学講座 教授 大津留 晶 

東日本大震災に引き続く東電福島第 1 原発事故による原子力災害は、多くの方々が環境から受ける低線量

被ばくについて心配されている。原発事故後２年余りの福島の現況を、これまでの原爆やチェルノブイリ原

発事故の放射線健康影響研究とを比較するとともに、現在、私達が取り組んでいる県民健康管理調査の中で、

放射線と甲状腺を中心に進捗状況をご紹介する。 

4．負ミュオン特性 X 線を用いた非破壊多元素同時分析(50 分) 
大阪大学大学院理学研究科 助教 二宮 和彦 

蛍光 X 線分析は貴重な考古学資料の非破壊分析をするのに適した分析法の一つであるが、物質の表面でし

か高い感度が得られない。それに対して加速器で生成される素粒子である負ミュオン粒子を物質に入射する

と、透過力の強い高エネルギーの負ミュオン特性 X 線が放出され、物質内部まで感度を持った蛍光 X 線分析

が可能となる。本講演では負ミュオン照射による非破壊元素分析手法の原理について、また一連の研究成果

について概説する。 
 

第二部 技術交流会 （１７：３０－１９：００） 

 

主   催：一般社団法人 大阪ニュークリアサイエンス協会 
日   時：2013 年 10 月 25 日（金）13:30～19:00 
会   場：サンエイビル 3Ｆ講義室（大阪市中央区 案内図参照） 
参 加 費：企業 5,000 円、協会会員・大学・公設機関 1,000 円 

                放射線科学研究会会員・一般市民・学生 無料 
交流会会費：3,500 円 
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